




企業名 業  種 対 象 廃 水 企業名 業  種 対 象 廃 水 

Ｔ 社 外壁パネル製造 水性塗料洗浄廃水 Ｋ 社 ＢＤＦ製造販売 
バイオディーゼル 
（ＢＤＦ)廃水 

Ａ 社 外壁パネル製造 水性塗料洗浄廃水 Ｋ 社 鉄鋼加工等事業 油エマルション廃水 

Ｂ 社 塗料製造 水性塗料洗浄廃水 Ｏ 社 
タオル等製織 
加工業 

染色塗料廃水 

Ｎ 社 塗料販売店 水性塗料洗浄廃水 Ｄ 社 電機機械器具製造 セラミック廃水 

Ｏ 社 建設業 
建築水性塗装 
洗浄廃水 

Ｋ 社 セラミック製造 セラミック廃水 

Ａ 社 建設業 吹付塗装洗浄廃水 Ｐ 社 電機部品製造 
セラミック廃水 
リサイクル 

Ｈ 社 建設レンタル業 建築塗装洗浄廃水 Ｋ 社 自動車部品製造 
超音波洗浄廃水 
リサイクル 

Ｏ 社 建設業 建築塗装洗浄廃水 Ｙ 社 メッキ表面処理業 メッキ表面処理廃水 

Ｋ 社 
建築リニューアル 
事業 

建築塗装洗浄廃水 Ｎ 社 
金型 
機械器具製造 

機械等洗浄廃水 

Ｒ 社 塗料製造業 
自動車補修用 
塗料洗浄廃水 

Ｓ 社 貴金属製造 研磨廃水 

Ｙ 社 アルミ製品製造業 
ファスナー 
水性塗料洗浄廃水 

Ｍ 社 機械工具製造 砥石研磨廃水 

Ｔ 社 自動車部品製造 水溶性切削廃水 Ａ 社 スクリーン製版製造 感光性乳剤廃水 

Ａ 社 自動車部品製造 水溶性切削廃水 Ｉ 社 機械製造 カーボン廃水 

Ｓ 社 自動車部品製造 水溶性切削廃水 Ｆ 社 機械工業 洗浄廃水 

Ｓ 社 ボンド製造 水性ボンド廃水 Ｒ 社 美容関係 シリコン廃水 

Ｋ 社 水処理装置等製造 特殊水性インキ廃水       

主な販売先 
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原水（水性塗料洗浄廃水） 凝集分離処理（凝集剤：水夢） 処理後の濾過水 

分析項目 単位 

分析結果 放流基準 

処理前 処理後 下水道 
全国一律排水 
基準（河川） 

水素イオン濃度（ｐH） 8.8 7.1 5.1～8.9 5.8～8.6 

生物化学的酸素要求量（BOD） mg／ℓ 3,000 150 600 160 

化学的酸素要求量（COD） mg／ℓ 2,800 130 - 160 

浮遊物質量（SS） mg／ℓ 6,100 8.1 600 200 

ｎ-ヘキサン抽出物質（鉱物） mg／ℓ 1.8 1未満 5 5 

ｎ-ヘキサン抽出物質（植物） mg／ℓ 300 3.6 30 30 
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原水（水溶性切削廃液） 凝集分離処理（凝集剤：水夢） 処理後の濾過水 

分析項目 単位 

分析結果 放流基準 

原水 処理後 下水道 
全国一律排水 
基準（河川） 

水素イオン濃度（ｐH） 7.9 6.8 5.1～8.9 5.8～8.6 

生物化学的酸素要求量（BOD） mg／ℓ 20,000 830 600 160 

化学的酸素要求量（COD） mg／ℓ 9,500 3,300 - 160 

浮遊物質量（SS） mg／ℓ 3,200 3.0 600 200 

ｎ-ヘキサン抽出物質（鉱物） mg／ℓ 
12,000 

1未満 5 5 

ｎ-ヘキサン抽出物質（植物） mg／ℓ 27 30 30 

13 



項   目 単 位 
分析数値 除去率 

(％) 原 水 処理水 

  水素イオン濃度指数（ｐH）   4.1  6.7  - 
  色度 度 2,000  70  97% 
  濁度 度 230 4.1  98% 
  懸濁物質（SS） mg／ℓ 170  4.5  97% 
  全有機炭素（TOC） mg／ℓ 520  160  69% 
  化学的酸素要求量（COD） mg／ℓ 710  200  72% 
  タンニン・リグニン mg／ℓ 80  7.0  91% 
  リグニン mg／ℓ 38  5.9  84% 
  全窒素（T-N） mg／ℓ 34  9.2  73% 
  全リン（Ｔ-Ｐ） mg／ℓ 19  0.1  99% 

原水（施設排出水） 凝集処理後（処理水） 
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■水性塗料洗浄廃水（車両用） 

■研磨廃水 

■染料廃水 ■エマルション廃水 

項 目 
分 析 数 値 

処理前 処理後 

pH 7.7 7.1 

SS   150 mg/L 7.5 mg/L 

BOD 1,900 mg/L 240 mg/L 

COD 1,800 mg/L 200 mg/L 

項 目 
分 析 数 値 

処理前 処理後 

pH 10.4 6.8 

SS 10,000 mg/L以上    10 mg/L 

BOD 2,100 mg/L     90 mg/L 

N-ﾍｷｻﾝ －   0.5 mg/L未満 
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■亜鉛含有廃水 

■フッ素含有廃水 

項 目 処理前 処理後 

フッ素 2,000 mg/L 5 mg/L 

項 目 処理前 処理後 

亜 鉛 2.5 mg/L 0.3 mg/L 

■銅含有廃水 

項 目 処理前 処理後 

銅 550 mg/L 5.8 mg/L 

■ニッケル含有廃水 

項 目 処理前 処理後 

ニッケル 1,650 mg/L 3.2 mg/L 
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■メッキ工場廃水処理 

項 目 処理前 処理後 

六価クロム 2.5 mg/L 0.3 mg/L 

項目 処理前 処理後 

ｐH 4.20  7.40  

鉄 ㎎／L 108.00  1.55 

銅 ㎎／L 0.34 未検出 

クロム ㎎／L 7.70  未検出 

亜鉛 ㎎／L 159.00  87.00  

アルミ ㎎／L 86.96 未検出 

マグネシュウム ㎎／L 2.20  4.74 

マンガン ㎎／L 4.06 1.99 

カルシウム ㎎／L 122.81 71.88 

ニッケル ㎎／L 8.20  4.54 
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会社概要

• 340社以上への導入実績を持つ廃水処理凝集剤
アルカリ廃水中和剤を開発・製造する会社

• 顧問：尾北俊博 (アクト創業者、前代表取締役)
➢顧問として、製品品質/サポート体制の更なる
向上に注力

• 新代表取締役：伊勢裕樹
➢パナソニック12年・BCG3年勤務後、独立し医薬品
国際卸売事業を経営。2025年、当社社長就任

➢ケンブリッジ大学にMBA留学中に環境事業に従事

【左】
代表取締役 伊勢裕樹

【右】
顧問 尾北俊宏

オーダーメイド無機凝集剤”水夢”
➢ 水性塗料洗浄廃水
➢ 水溶性切削廃水
➢ ボンド廃水
➢ セラミック廃水
➢ 放射能汚染水
➢ 研磨廃水
➢ 建築塗装廃水
➢ シリコン廃水
➢ バイオディーゼル廃水

アルカリ廃水中和剤”融夢”
➢ セメント/モルタル洗浄廃水

会社概要 主要商品・処理可能廃水

水夢1kgパック

融夢１ℓ
ポリタンク

融夢20ℓ
バロンボックス

水夢10kg
1kg袋×10個

(段ボールに格納)

水夢20kg
風袋



4つの強み
O U R  S T R E N G T H

300パターン超の
廃水試験データに基づく
凝集剤製造ノウハウ

STENGTH 02

STENGTH 04

STENGTH 01

STENGTH 03

アクト社の強み

官公庁・公共事業
への納入実績が示す
高い品質基準

小ロット(1kg)からの
オーダーメイド製造体制

将来の環境規制への
先回り商品開発



無機凝集剤”水夢”の概要

水夢とは・・・
• 主成分は多孔質鉱石ゼオライト

• 有機高分子凝集剤で処理が困難な重金属廃水や
水性塗料廃水を処理できる

• 廃水成分を分析した上で、オーダーメイドで製造

水夢の概要

1

2

3

水夢と有機高分子凝集剤との比較

凝集剤の価格

ハンドリング性

フロックの状態

COD・BOD2低減

処理後の水質

得意分野

水夢 有機高分子凝集剤

成分が複雑
高濃度の廃水

素人でも扱える 熟練度が必要

水性塗料対応

成分が単純
低濃度の廃水

微粒子も
凝集可能

微粒子の凝集は
不得意

ヒメダカ生体
試験クリア

発癌性物質
モノマー1の残留リスク

やや高価 安価

COD・BODを
低減できる

COD・BODを
低減できず

フロック安定
＋高い脱水性

フロック不安定
＋低い脱水性

○ ×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

Note1: 発癌性物質アクリルアミドモノマーを指す、Note2:CODは化学的酸素要求量、BODは生物化学的酸素要求量を指す。両者は排水基準の一つで、数値が高いと汚染度が高いということを意味する

• 2004年、徳島県の吉野川東環状大橋工事
に伴う濁水処理に、国土交通省が“水夢”を認定

• 2015年、福島県の原発事故後の放射能汚染水
の処理に、農林水産省が”水夢”を認定

国
家
機
関
か
ら
の
お
墨
付
き



水夢or高分子凝集剤の選定フローチャート

廃水の性質は?

重金属廃水

水性塗料廃水

上記
以外

処理量は?

処理量大

処理量小

成分は複雑か?
複雑

単純

廃水濃度は?

低濃度

水夢
推奨

水夢
推奨

水夢
推奨

高分子
凝集剤推奨

水夢
推奨

水夢
推奨

•水夢は金属イオンと直接
反応して沈澱形成できる

•水夢はアルカリ/酸を併用
することでpH制御できる

•水夢は電荷中和力で電気的に
安定した水性塗料でも沈澱可

•高分子凝集剤は物理的架橋力
はあるが、電荷中和力は弱い

•処理量が小さい場合、水夢
はイニシャルコストを抑制可
➢ 水夢は1kgから発注可
➢ 専用設備不要

•水夢は電荷中和力が高いため
複雑な成分も凝集可能

•高分子凝集剤は、電気的に
安定した成分の凝集が不得意

•濃度が低く成分が単純な
場合は、高分子凝集剤で
大量に処理する方がコスパ
が良い

•高濃度汚水に高分子凝集剤
を使うとフロックが壊れやすく、汚
れが再分散し処理に失敗する

•水夢のフロックは強固で安定

高濃度

1

2

3

4

VOC規制で水性塗料
廃液の処理が急増

推奨する根拠



トータル処理

コスト削減

フロックの高い脱水性により

廃棄物の重量を削減し、結果

としてトータル処理コストを削減

将来の厳格な環境規制

にも耐えうる浄化力

高分子剤と異なり、発癌性物質

モノマー残留のリスクが低く

将来の厳格な規制にも対応可能

複雑な廃水への

高い対応力

電荷中和能力が高く、多様な

汚濁因子(重金属、水性塗料)に

対し、安定してフロック形成可能

後工程の清掃メンテ

ナンス負担軽減

フロックの壊れにくさにより、後工程

（沈殿槽・脱水機）の詰まり・清

掃頻度が減少

高分子剤とのハイブ

リッド運用で薬剤削減

水夢で前処理 → 高分子剤で

２次処理という併用により、高分

子剤の使用量を約30％削減

誰でも簡単に使える

高いハンドリング性

希釈倍率・混合比率がシビアな高分

子剤と異なり、単一投入のため処理

もシンプルで誰でも簡単に扱える

CSR・ESG対応

における評価向上

持続可能な処理体制の構築を

示すことによって環境対応企業

としてアピールできる

初期導入コストを

最小化

1kg単位から試験導入でき

また既存設備にそのまま投入

可能なため初期導入コストが低い

無機凝集剤”水夢”の８つの導入メリット

次ページ で
ダブルクリック

次ページ で
ダブルクリック

次ページ で
ダブルクリック Easy

Simple

Hybrid

1 3

2 次ページ で
ダブルクリック

3



コスト70%削減のロジック

処理コスト削減(廃水処理を外部委託しているお客様)

水夢によって
廃液を水分と
フロックに分離

廃棄物重量
80％削減

固体化による
処理費Cut

脱水でフロック
固体化

水分

フロック

－ 水性塗料廃液処理 －

処理前 処理後

コスト削減の仕組み 廃水1tあたりのコスト削減シミレーション

軽量化による
運搬費/処理費Cut

廃水のトータル処理コスト

70%削減
(水夢で処理せず、処理を外部委託した場合と比べて)

処理コスト
70%削減

廃液種類
※廃液の種類で

コストが変化

元の処理
コスト
①

処理コスト
70%削減
②=①×70%

水夢の薬剤
購入コスト

③

Netコスト
削減額
②＋③

一般廃水
1t処理

(泥水・濁水等)

15,000円 △10,500円 500円 △10,000円

難処理廃水
1t処理

(水性塗料等)
40,000円 △28,000円 5,000円 △23,000円

(67%削減)

(56%削減)

(水夢500g)

(水夢5kg)

300万円削減(年間)

年間廃水量300t×1万円

小規模工場で一般廃水処理

690万円削減(年間)

年間廃水量300t×2.3万円

小規模工場で難処理廃水処理

1500万円削減(年間)

年間廃水量1500t×1万円

中規模工場で一般廃水処理

3450万円削減(年間)

年間廃水量1500t×2.3万円

中規模工場で難処理廃水処理

水夢で前処理して廃水処理することによって

ダブルクリック 1



コスト50%削減のロジック

処理コスト削減(有機高分子凝集剤をお使いのお客様)

水夢で前処
理し、高分子
でフロック強化

電荷中和で汚れ
の大半を前処理

フロックの
脱水性向上

コスト削減の仕組み 廃水1tあたりのコスト削減シミレーション

高分子凝集剤の
使用量30%Cut

廃水のトータル処理コスト

50%削減
(高分子凝集剤だけを使って廃棄物処理をした場合に比べて)

処理コスト
50%削減

廃液種類
※廃液の種類で

コストが変化

元の処理
コスト
①

処理コスト
50%削減
②=①×50%

水夢の薬剤
購入コスト

③

Netコスト
削減額
②＋③

一般廃水
1t処理

7,000円 △3,500円 500円 △3,000円

難処理廃水
1t処理

15,000円 △7,500円 2,000円 △5,500円

(43%削減)

(37%削減)

(水夢500g)

(水夢2kg)

90万円削減(年間)

年間廃水量300t×3千円

小規模工場で一般廃水処理

165万円削減(年間)

年間廃水量300t×5.5千円

小規模工場で難処理廃水処理

450万円削減(年間)

年間廃水量1500t×3千円

中規模工場で一般廃水処理

715万円削減(年間)

年間廃水量1500t×5.5千円

中規模工場で難処理廃水処理

高分子剤の処理前に水夢で前処理することによって

(水夢と高分子剤のハイブリッド処理)

軽量化による
運搬費/処理費Cut

水夢で

前処理

高分子剤で

２次処理

－ ハイブリッド処理 －

ダブルクリック ２



将来の厳格な環境規制への先行対応

Note1: WFDとはWater Framework Directiveの略で、EUが2000年に制定した水資源に関する包括的な環境保護法のこと 、 Note2: PRTR法とはPollutant Release and Transfer Register の略で、化学物質排出・移動量届出制度のこと。

規制強化
の流れ

顕在化
リスク

規制強化の流れ/リスク

水濁法・下水道法・PRTR法2の
規制強化が進行中

WFD(水資源枠組指令)1

の導入の兆し

規制1 規制2

• 残留モノマー
➢ 規制理由:発癌性物質

• 難分解性ポリマー
➢ 規制理由:自然分解されず環境中に残る

• 微量有機物
➢ 規制理由:長期間蓄積されると生態毒性を示す

規制対象化項目
1

2

3

高分子剤
の処理では
アウトとなる

Risk1

行政処分による
操業停止

CSR観点からの
風評リスク

住民代表訴訟
民事訴訟

Risk2 Risk3

どのケースでも経済的損失は、数千万〜数億円規模になる可能性

水夢による先行対応のメリット

法令遵守していても環境被害が
疑われれば訴訟対象となりうる

規制への先行対応で

顕在化リスクを完全予防
✓ 無機凝集剤“水夢”は、有機

高分子剤と異なり、左記の

規制物質を残留させない

CSR・ESGの観点から

企業評価向上
✓ 現行法で規制されてなければ黙って

見過ごす姿勢は、CSR・ESGの観点

から企業として信頼性を失う

✓ CSR・ESG文脈での加点となり、行政・

顧客・金融機関の信頼向上につながる

(=営業的にもプラス)

規制への先行対応で

規制対応コストを最小化
✓ 規制後の急なオペレーション変更

は現場負荷・教育コストが増

Ri sk予防

ダブルクリック 3
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